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いろいろな思いを乗せて始まった夏休み。全部で 39 日間、気が付けば、

今日、8 月 8 日は 19 日目、残り半分となりました。8 月 7 日は二十四節気
の「立秋」。秋立つ日、まだまだ暑い盛りですが、暦の上ではもう秋です。
そして、今日は七十二候でいう「涼風至（りょうふういたる）」、秋を感じ
させる涼しい風が吹く頃、秋は確実に近づいています。先週はゲリラ豪雨、
激しい雷と雨に見舞われました。稲妻が激しく走り、凄まじい雷鳴が響き、
強い風が渦巻き、うねりを伴った雨が容赦なく降り注ぎ、学校の運動場は
みるみるうちに水が溜まっていきました。過ぎ去れば、まるで何事もなか
ったように夏の太陽が顔を覗かせていました。 
さて、１学期終業式に子供達に次のような話をしました。今日、７月 20

日は、1969 年、アポロ 11 号の月着陸船「イーグル」が月に着陸、人類が
初めて地球以外の星に立った日です。ニール・アームストロング船長は
「これは一人の人間にとっては小さな一歩だが、人類にとっては偉大なる
飛躍である。」という言葉を残しました。人類が地球から宇宙という場所に
大きく飛び出した日です。今日で１学期が終了。元気で今日の日を迎えら
れることを大変嬉しく思います。１年生、４月８日の入学式、無事に 16 人、
全員入学、校長先生はみんなに出会えて嬉しかったです。「知」「仁」「勇」
の話、覚えていますか。２年生、ミニトマトのお世話を一生懸命していま
した。優しい声をかけると必ず、おいしさがいっぱい増えます。人に対し
ても同じ、優しい言葉を掛けましょう。相手は必ず、優しさで応えてくれ
ます。３年生、初めての大プール。クロール頑張っていました。今年は昨
年に比べたくさん泳ぐことができました。「体験・経験は、大切な財産」と

なります。４年生、短歌作り。「絶対に一首を作る」という目標のもと、１
番多く作った人は十首です。みんなの豊かな感性、想像力に感心しました。
５年生、大変高学年らしくなりました。委員会では、任された仕事、その
役割、その責任を果たしています。人が見ていない時、人知れず、きちん
とその仕事がなされていること、目立たないけれど、そこに真の強さ、頼
もしさを感じます。６年生、委員会活動、なかよし班活動の掃除、なかよ
し班遊び、登校班長として、最高学年として頑張ってくれていること大変
嬉しく思います。最高学年としての自覚と誇りが随所に感じられます。
GIGAスクール構想２年目、タブレット端末の扱いには、だいぶ慣れました
か。今の時代、絶対に必要なものです。１・２年生は、小学校に入った時
からこの端末を使う「タブレットネイティブ」と言えます。端末の素晴ら
しさを生かし、使える人になってください。また、今日、「あゆみ」を渡し
ます。先生方が、この１学期間、皆さんの授業や生活の様子、テスト、ノ
ート等、あらゆる場面から、皆さん一人一人のよさを記載したものです。
先生方の愛情がいっぱい詰まったものです。決して、「よくできる」「でき
る」「がんばろう」の数を数える為のものではありません。よいところを更
に伸ばす為、不十分なところを克服する為のものです。最後に、日本にと
っての８月はとても大切な月です。8 月 6 日は広島に、9 日は長崎に、原子
爆弾が投下された日です。15 日は、この戦争が終わった日（終戦記念日）
です。今年で戦後 77 年となりました。戦争についての様々な報道があると
思います。戦争・紛争は、今も起こり、続いています。平和な世界を創っ
ていくことが、皆さんの目標でもあります。日本人として、私たちは、考
えるべきことがたくさんあるように思います。皆さんは、未だ続く新型コ
ロナウイルス感染症に立ち向かい、「恐れず、正しく、適切に」対応し、こ
の厳しい状況の中、１学期、本当によく頑張りました。 
「事故無く、怪我無く、安全に」この夏休みを過ごした中番小学校の全て
の子供達と８月 29 日、元気に出会えることを職員一同心より願っています。 

 夏休みも半ば、子供達は元気に過ごしているでしょうか。 

－ Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


